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群馬県ＢＣＰ策定支援プロジェクト
　群馬県と東京海上日動火災保険株式会社との協定の下、県内企業に対して「ＢＣＰ」の
普及・策定促進を図っており、本会も連携し、組合及び組合員のＢＣＰ策定を推進してい
ます。策定支援内容等についてご紹介します。

　

不
測
の
事
態
に
対
応
す
べ
く
策
定
す

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
と
は
一

体
ど
の
様
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
Ｂ

Ｃ
Ｐ
は
「B

 

－usiness C －ontinuity P －lan

」
の

略
称
で
、
広
義
で
は
「
企
業
が
自
然
災

害
・
大
火
災
・
テ
ロ
攻
撃
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
・
突
発
的
な
経
営
環

境
の
変
化
な
ど
の
不
測
の
緊
急
事
態
に

遭
遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、
事
業
資
産

の
損
害
を
最
小
限
に
留
め
つ
つ
、
中
核

と
な
る
事
業
の
継
続
や
早
期
復
旧
を
可

能
と
す
る
た
め
に
、
平
時
に
行
う
べ
き

活
動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の

た
め
の
方
針
・
体
制
・
手
順
等
を
取
り

決
め
て
お
く
計
画
」
の
こ
と
で
す
。 

具
体
的
に
は
下
記
の
概
念
図
を
参
照
下

さ
い
。

　

で
は
何
故
日
本
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？　

具
体
的
に
は
次
の
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
背
景
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
①
企
業
経
営
に
影
響
を
与
え
る

災
害
・
事
故
の
多
発　

②
企
業
間
の
相

互
連
携
の
進
化
に
伴
う
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の

取
引
要
件
化　

③
国
内
の
各
種
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、国
際
標
準
規
格
（BS25999

・

ISO
22301

）
の
発
行　

④
企
業
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
社
会
的

要
求
の
高
ま
り　

⑤
政
府
に
よ
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
目
標
率
の
設
定
」
の
５
点
に
よ

り
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず
中
堅
・
中
小

企
業
に
と
っ
て
も
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
必

要
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
特
に
米
国
・

欧
州
の
企
業
が
取
引
要
件
化
す
る
動
き

や
、
政
府
に
よ
る
２
０
２
０
年
ま
で
の

策
定
目
標
率
の
設
定
等
が
引
き
金
と
な

り
、
さ
ら
に
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
へ
の
機
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
で
、
群
馬
県
内
企

業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
支
援
す
る
「
群
馬

県
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

支
援
は
原
則

｢

無
償
・
無
料｣

で
あ
る

一
方
で
、
策
定
企
業
に
も
主
体
的
に
策

定
に
参
画
し
て
も
ら
う
「
参
加
型
」
の

計
画
策
定
に
な
り
ま
す
。「
策
定
・
運

用
の
手
順
」（
次
頁
）の
通
り
、
中
小
企

業
庁
の
指
針
に
沿
っ
て
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
株
式
会
社
が
作
成
し
た
「
10

の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」
に
従
っ
て
策
定
を
進
め

ま
す
が
、
策
定
企
業
の
業
種
・
規
模
・

経
営
方
針
等
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
策
定

支
援
対
応
を
実
施
し
、
計
画
完
成
ま
で

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で

す
。

　

具
体
的
に
は｢

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１｣

で｢

策
定

目
的
・
自
己
診
断｣

を
実
施
し
、
策
定
企

業
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
意
義
・
目

的
を
再
確
認
し
ま
す
。｢

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２｣

で
は
策
定
企
業
の｢

基
本
方
針
・
運
用

体
制｣

を
明
確
化
し
、
計
画
全
体
の
基

礎
・
土
台
を
作
り
ま
す
。｢

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

３｣

で
は
策
定
企
業
の｢

中
核
事
業｣

を

特
定
し
、
中
核
事
業
の
復
旧
時
間
・
業

務
プ
ロ
セ
ス
・
必
要
資
源
等
を
確
認
し

て
い
き
ま
す
。｢

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４｣

で
は｢

代
替
策｣

の
検
討
を
実
施
し
、｢

Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
５｣

で
策
定
企
業
の
イ
ン
フ
ラ
そ
の

他
の
現
状
把
握
を
行
い
、
事
前
対
策
の

｢

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援｣

の
内
容
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た
め
の
投
資
計
画
に
つ
い
て
も
検
討
し

ま
す
。

　

こ
う
し
た
手
順
に
沿
っ
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
を
進
め
ま
す
が
、
前
述
の
通
り
、
策

定
企
業
の
業
種
や
規
模
等
に
よ
り
実
際

の
計
画
完
成
に
要
す
る
時
間
も
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
計
画
策
定
企
業
側
の
参

加
者
と
東
京
海
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
が
、
定
期
的
な

｢
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

会
議｣

を
開
催
し
、
策
定
企
業
の
経
営

方
針
に
沿
っ
た
、
実
効
性
・
実
用
性
の

あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
完
成
す
る
ま
で
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
継
続
的
な
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

　

自
然
災
害
や
事
故
、
感
染
症
、
イ
ン

フ
ラ
障
害
、
シ
ス
テ
ム
障
害
等
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
事
態
に
よ
り
ビ
ジ
ネ

ス
が
中
断
、
休
止
す
る
こ
と
は
、
企

業
・
組
織
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
情

報
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
等
に
伴
い
、
事
業
の
中
断
の
影
響
が

広
範
囲
か
つ
短
期
間
に
拡
大
す
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
お
り
、
事
業
中
断
の 

リ

ス
ク
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
営
上
の
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

事
業
中
断
が
発
生
し
た
場
合
、
事
後

の
対
応
の
善
し
悪
し
が
当
該
企
業
に
対

す
る
評
価
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
り
、
対
応
の
失
敗
は
競
合
他

社
へ
の
顧
客
の
流
出
や
マ
ー
ケ
ッ
ト

シ
ェ
ア
の
低
下
を
招
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
お
客
様
や
社
会
か
ら
の

期
待
に
的
確
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
企
業
価
値
の
向
上
や
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
の
信
頼
の
獲
得
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
事
業
中
断
に
備
え
る
事
前

の
対
策
や
万
が
一
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
の
事
後
の
対
応
等
を
具
体
化

し
、
事
業
の
継
続
や
中
断
し
た
事
業
の

早
期
復
旧
を
確
実
に
行
う
た
め
の
計
画

で
あ
る
「
事
業
継
続
計
画
：
Ｂ
Ｃ
Ｐ
〜

Business Continuity Plan

〜
」
の
策
定
が

極
め
て
重
要
な
「
経
営
戦
略
」
と
な

り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
事
業
継
続
に
関
す
る
取

組
み
を
継
続
的
に
改
善
す
る
た
め
の
仕

組
み
で
あ
る
「
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
：
Ｂ
Ｃ
Ｍ
〜B －usiness C －ontinuity 

M －anagem
ent

〜
」
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
取
組
は
、｢

計
画
書｣

を
策

定
す
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

策
定
し
た
計
画
書
に
沿
っ
て｢

訓
練｣

を
実
施
し
、
訓
練
を
通
じ
て
計
画
書
の

実
効
性
に
つ
い
て
確
認
・
検
証
を
行
い
、

改
善
点
を
抽
出
・
整
理
し
て
、
継
続
的

に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
を
見
直
し
、
改
善
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
「
事
業
継
続
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
：
Ｂ
Ｃ
Ｍ
」
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
図
表
の
通
り
、
大
き
く

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
か

ら
Ｂ
Ｃ
Ｍ
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
進

め
て
行
き
ま
す
。
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定

を
実
施
し
、
第
２
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

訓
練
を
実
施
し
計
画
の
課
題
を
洗
い
出

し
整
理
し
ま
す
。
第
３
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
確
認
さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
改
善
点
を
Ｂ

Ｃ
Ｐ
見
直
し
に
反
映
さ
せ
、
毎
年

｢

継

続
的
改
善｣

に
取
組
む
こ
と
で
Ｂ
Ｃ
Ｍ

が
実
現
し
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
と
訓
練
を
進
め
る
過
程

で
明
ら
か
に
な
っ
た

｢

理
想
と
現
実｣

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
、
継
続
的
改
善
に
よ
り

埋
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
が

｢

事
業
継
続

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト｣

と
な
り
ま
す
が
、
使

え
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
改
善
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

訓
練
の
企
画
・
実
施
対
応
に
加
え
て
、

Ｂ
Ｃ
Ｍ
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
年
間
計
画

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
と
い
っ
た
、
よ
り

高
い
レ
ベ
ル
の
各
種
対
応
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｍ（
事
業
継
続
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
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策
定
支
援
を
受
け
た
企
業
等
の
声

　

群
馬
県
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
を
受
け
た

企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
決
定
し
た
背

景
・
理
由
を
み
る
と
「
①
得
意
先
か
ら

の
要
請 

②
社
員
・
家
族
へ
の
対
応 

③

取
引
先
企
業
の
支
援
体
制 

④
地
域
貢

献
活
動
」の
４
項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
踏
み
切
れ

な
か
っ
た
理
由
は
「
①
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
選
定
の
難
し
さ 

②
策
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
対
応
に
必
要
な
社
員
工
数 

③
策

定
に
必
要
な
費
用
」
の
３
項
目
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し

た
メ
リ
ッ
ト
は
「
①
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
作
業

全
体
の
理
解 

②
潜
在
的
な
リ
ス
ク
・

対
応
項
目
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ 

③
少
数

の
ス
タ
ッ
フ
で
の
策
定
作
業 

④
今
後

の
経
営
戦
略
に
繋
が
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
完
成
」

の
４
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
、
当
該
支
援
を
活

用
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
取
組
ん
だ
「
赤

城
流
通
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
」
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

【策定支援についてのお問合せ先】
●群馬県中小企業団体中央会 業務課　TEL 027-232-4123
●東京海上日動火災保険株式会社 群馬支店営業課　TEL 027-235-7309

赤
城
流
通
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

 

理
事
長　

吉
野
勝
博 

氏

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
理
由
・
背
景
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
停
電
で
、
組
合
保
有
の
給
油
施

設
が
使
用
で
き
ず
、
燃
料
を
供
給
で
き
な
い
経
験
を
味
わ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

本
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
災
害
に
対
し
て
よ
り
強
い
危
機
感
を
募

ら
せ
た
こ
と
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ま
で
の
支
援
期
間
は
ど
の
位
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

―
本
年
６
月
に
始
ま
り
約
３
ヶ
月
。
そ
の
間
、
４
回
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま

し
た
。

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
活
用
し
た
新
た
な
取
組
は
あ
り
ま
す
か
？

―
災
害
時
、
組
合
事
務
局
に
災
害
本
部
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
抱
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た
発
想
で
す
。

ま
た
、
安
否
確
認
を
は
じ
め
と
し
た
情
報
の
一
元
化
の
た
め
の
仕
組

を
き
ち
ん
と
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

・
策
定
支
援
を
受
け
た
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

―
災
害
は
、
い
つ
発
生
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
策
定
す
る
こ
と
で
、
燃
料
供
給
へ
の
安
心
感
が
生
ま
れ
、
組
合
員
が

取
引
先
に
対
し
て
も
、
自
信
を
持
っ
て
、
事
業
継
続
可
能
で
あ
る
と
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

策
定
作
業
を
通
じ
て
、
災
害
時
の
組
合
の
役
割
、
何
を
し
て
、
何
を
し

な
い
の
か
と
い
う
優
先
順
位
や
適
用
範
囲
を
明
確
に
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
。
ま
た
、
日
常
業
務
の
見
直
し
を
行
え
た
こ
と
も
収
穫
で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
取
組
ん
だ
こ
と
で
見
え
て
き
た
部
分
は
非
常
に
多
い
と

実
感
し
て
い
ま
す
。


